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一 

は 

じ 

め 

に

船
舶
同
士
の
衝
突
に
よ
っ
て
、
相
手
船
や
そ
の
積
荷
・
人
に
与
え
た
損
害
の
賠
償
責
任
関
係
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
に
一
九
一
〇
〔
明

治
四
三
〕
年
の
「
船
舶
衝
突
ニ
付
テ
ノ
規
定
ノ
統
一
ニ
関
ス
ル
条
約
」（
以
下
、「
衝
突
条
約
」
と
い
う
）
が
成
立
し
て
い
る
。
わ
が
国
も
世

界
の
大
多
数
の
海
運
国
家
と
と
も
に
衝
突
条
約
を
批
准
し
て
い
る
（
大
正
三
年
条
約
一
号
）。
も
っ
と
も
、
条
約
は
も
っ
ぱ
ら
渉
外
関
係
、
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す
わ
な
ち
わ
が
国
船
舶
と
条
約
を
締
結
す
る
他
の
国
の
船
舶
間
、
ま
た
は
わ
が
国
以
外
の
締
約
国
相
互
間
の
衝
突
の
み
に
適
用
さ
れ
る
。

日
本
船
舶
相
互
間
の
衝
突
で
あ
っ
て
、
受
訴
裁
判
所
が
日
本
で
あ
る
場
合
に
は
条
約
の
適
用
が
な
く
（
衝
突
条
約
一
二
条
）、
商
法
海
商
編

の
船
舶
衝
突
規
定
（
以
下
、「
商
法
船
舶
衝
突
規
定
」
と
い
う
）
が
適
用
さ
れ
る
。

一
九
一
三
〔
大
正
二
〕
年
に
、
わ
が
国
が
衝
突
条
約
を
批
准
し
て
以
来
、
学
説
は
条
約
に
基
づ
き
商
法
を
改
正
す
る
必
要
性
を
認
め
て

き
た（（
（

。
商
法
船
舶
衝
突
規
定
が
渉
外
関
係
の
有
無
に
よ
っ
て
適
用
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
不
合
理
な
結
果
を
生
来
し
て
い
る
と
の
認
識

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
三
五
〔
昭
和
一
〇
〕
年
に
は
、
法
制
審
議
会
（
以
下
、「
法
制
審
」
と
い
う
）
に
よ
り
「
商
法
商
行
為
編
及
海

商
編
中
改
正
ノ
要
綱
」
が
示
さ
れ
、
そ
の
第
二
二
五
に
お
い
て
、
衝
突
条
約
に
基
づ
き
商
法
を
改
正
す
べ
き
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

二
〇
一
八
〔
平
成
三
〇
〕
年
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
改
正
に
お
い
て
は
、
第
四
章
「
船
舶
の
衝
突
」
の
下
に
、
第
七
八
八
条
か
ら
第

七
九
一
条
ま
で
の
四
か
条
が
設
け
ら
れ
た
。
新
設
さ
れ
た
各
条
項
に
は
、
衝
突
条
約
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ
た
部
分
と
、
衝
突
条
約
と
乖

離
す
る
部
分
と
が
あ
る
。
整
合
的
な
部
分
は
、
船
舶
所
有
者
間
の
責
任
の
分
担
（
商
七
八
八
条
。
衝
突
条
約
四
条
一
項
対
照
）、
船
舶
衝
突
に

よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
お
よ
び
期
間
（
商
七
八
九
条
。
衝
突
条
約
七
条
一
項
対
照
）、
準
衝
突
（
商
七
九
〇
条
。
衝
突
条

約
一
三
条
対
照
）、
非
航
海
船
と
の
衝
突
等
へ
の
準
用
（
商
七
九
一
条
。
衝
突
条
約
一
条
対
照
）
で
あ
る
。
乖
離
す
る
部
分
は
、
双
方
過
失
に
よ

る
衝
突
に
お
け
る
第
三
者
に
対
す
る
物
的
損
害
に
つ
い
て
の
分
割
責
任
主
義
の
不
採
用
（
衝
突
条
約
四
条
二
項
対
照
）、
短
期
消
滅
時
効
に

つ
い
て
の
商
法
七
八
九
条
の
人
身
損
害
へ
の
不
適
用
（
衝
突
条
約
七
条
一
項
対
照
）
で
あ
る（（
（

。

当
事
者
の
予
測
可
能
性
と
国
際
的
な
慣
行
を
尊
重
す
る
趣
旨
で
、
衝
突
条
約
と
の
整
合
性
が
顧
慮
さ
れ
る
こ
と
は
、
一
般
論
と
し
て
妥

当
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
か
ら
無
条
件
に
、
解
釈
論
お
よ
び
立
法
論
に
お
い
て
、
商
法
の
規
律
を
条
約
に
合
わ
せ
る
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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衝
突
条
約
は
、
す
べ
て
の
利
害
関
係
人
が
受
訴
裁
判
所
所
属
国
に
属
す
る
と
き
は
、
条
約
を
適
用
す
る
こ
と
な
く
、
国
内
法
を
適
用
す

る
こ
と
を
協
定
し
て
い
る
（
衝
突
条
約
一
二
条
二
項
二
号
）。
こ
の
場
合
に
は
、
全
く
渉
外
的
法
律
関
係
を
生
じ
さ
せ
ず
条
約
を
適
用
す
る

理
由
が
な
い
か
ら
で
あ
る（（
（

。
衝
突
条
約
は
、
双
方
過
失
に
よ
る
衝
突
に
お
け
る
第
三
者
に
対
す
る
物
的
損
害
に
つ
い
て
の
分
割
責
任
主
義

を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
衝
突
条
約
は
、
財
産
損
害
と
人
身
損
害
と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
衝
突
事
故
の
あ
っ
た
日
か
ら
時
効
が
進
行

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
衝
突
条
約
の
規
律
の
合
理
性
が
、
渉
外
問
題
に
お
け
る
法
律
関
係
の
画
一
的
処
理
の
要
請
の
み
か

ら
正
当
化
さ
れ
る
も
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
規
律
を
国
内
法
で
あ
る
商
法
に
及
ぼ
す
論
理
必
然
性
は
な
い
。
む
し
ろ
、
国
内
に

お
け
る
陸
上
運
送
や
航
空
運
送
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
法
律
関
係
の
画
一
的
処
理
よ
り
も
被
害
者
救
済
を
重
視
す
べ
き
と
の
価
値
判
断
に

立
つ
場
合
に
は
、
条
約
の
規
律
は
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い（（
（

。

本
稿
で
は
、
平
成
三
〇
年
商
法
改
正
に
お
け
る
商
法
船
舶
衝
突
規
定
の
改
正
点
に
つ
い
て
、
特
に
衝
突
条
約
と
の
乖
離
が
生
じ
た
二
つ

の
論
点
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
双
方
過
失
よ
る
衝
突
に
お
け
る
第
三
者
に
対
す
る
物
的
損
害
に
つ
い
て
の
責
任

問
題
、
第
二
に
、
短
期
消
滅
時
効
の
人
身
損
害
へ
の
適
用
問
題
で
あ
る
。

二 

双
方
過
失
に
よ
る
衝
突
と
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠
償

1　

双
方
過
失
に
よ
る
衝
突
と
第
三
者
に
対
す
る
関
係

衝
突
が
双
方
の
船
舶
の
過
失
に
よ
っ
て
発
生
し
、
相
手
の
船
舶
上
ま
た
は
無
過
失
の
第
三
船
上
の
積
荷
や
旅
客
と
い
っ
た
第
三
者
に
損

害
を
生
ぜ
し
め
た
場
合
に
、
各
過
失
船
主
は
被
害
者
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
過
失
の
割
合
に
応
じ
て
損
害
を
分
担
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
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六

連
帯
責
任
を
負
う
の
か
が
問
題
と
な
る
。

（
1
）
衝
突
条
約
の
立
場

衝
突
条
約
は
、
双
方
過
失
の
衝
突
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
、「
船
舶
も
し
く
は
そ
の
積
荷
ま
た
は
船
員
、
旅
客
そ
の
他
船
舶
内
に
あ

る
者
の
手
荷
物
そ
の
他
の
財
産
に
生
じ
た
る
損
害
」（
物
的
損
害
）
と
「
死
傷
に
よ
り
て
生
じ
た
る
損
害
」（
人
身
損
害
）
に
分
け
る
。
人
身

損
害
に
つ
い
て
は
過
失
あ
る
両
船
が
各
自
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
と
す
る
（
連
帯
責
任
主
義
）（
衝
突
条
約
四
条
三
項
）。
し
か
し
、
物
的
損

害
に
つ
い
て
は
連
帯
す
る
こ
と
な
く
過
失
の
割
合
に
応
じ
て
賠
償
責
任
を
負
う
も
の
と
定
め
て
い
る
（
分
割
責
任
主
義
）（
衝
突
条
約
四
条
二

項
）。物

的
損
害
に
つ
い
て
の
分
割
責
任
主
義
が
採
用
さ
れ
た
趣
旨
に
つ
い
て
は
次
の
2
点
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る（（
（

。

第
一
に
、
船
舶
衝
突
に
関
す
る
各
国
の
立
法
が
国
に
よ
っ
て
区
々
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
訴
訟
の
係
属
し
た
国
に
よ
っ
て
、
被
害
者
が

相
手
船
か
ら
受
け
ら
れ
る
賠
償
の
有
無
や
そ
の
額
が
異
な
り
、
被
害
者
の
地
位
が
不
明
確
で
あ
っ
た
こ
と
。

第
二
に
、
第
三
者
に
対
す
る
船
主
間
の
連
帯
責
任
を
認
め
る
国
の
裁
判
所
が
、
運
送
船
の
船
主
が
そ
の
荷
主
に
対
し
て
有
す
る
免
責
約

款
の
援
用
を
非
運
送
船
に
認
め
ず
、
か
つ
、
運
送
船
の
船
主
が
非
運
送
船
か
ら
の
求
償
に
際
し
て
当
該
免
責
約
款
を
も
っ
て
対
抗
で
き
な

い
と
い
う
見
解
を
と
れ
ば
当
該
免
責
約
款
が
有
名
無
実
に
な
る
こ
と
、
で
あ
る
。

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
連
帯
責
任
主
義
が
採
用
さ
れ
た
趣
旨
は
、
分
割
責
任
主
義
が
人
道
に
反
す
る
こ
と
、
お
よ
び
人
身
損
害
に
つ
い

て
は
免
責
約
款
が
な
い
こ
と
、
で
あ
る（（
（

。

（
2
）
法
制
審
議
会
で
の
議
論

商
法
改
正
に
あ
た
り
法
制
審
に
お
い
て
も
議
論
が
行
わ
れ
た
。
当
初
は
法
務
省
民
事
局
側
か
ら
は
衝
突
条
約
の
立
場
で
あ
る
分
割
責
任



一
八
七

船
舶
衝
突
法
の
新
た
な
展
開
（
平
泉
）

一
八
七

主
義
の
提
案
が
な
さ
れ
た（（
（

。
し
か
し
、
法
制
審
商
法
部
会
内
で
は
従
来
の
通
説
で
あ
る
連
帯
責
任
主
義
へ
の
支
持
が
多
く
、
最
終
的
に
は

商
法
に
特
段
の
規
定
は
設
け
ら
れ
ず
、
現
在
の
問
題
状
況
が
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
三
〇
年
改
正
商
法
が
分
割
責
任
主
義
を
採

用
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
立
法
担
当
官
か
ら
は
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（（
（

。

第
一
に
、
各
船
舶
所
有
者
の
負
担
部
分
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
被
害
者
で
あ
る
積
荷
所
有
者
か
ら
各
船
舶
所
有
者
に
対
し
て
行

う
賠
償
請
求
に
困
難
を
伴
い
か
ね
な
い
こ
と
。

第
二
に
、
積
荷
積
載
船
舶
の
衝
突
の
相
手
方
が
積
荷
所
有
者
に
対
し
て
全
額
の
賠
償
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
結
果
、
当
該
相
手
方
が
そ
の

負
担
部
分
を
超
え
る
額
の
求
償
を
積
載
船
舶
の
所
有
者
に
対
し
て
す
る
こ
と
と
な
り
、
航
海
上
の
過
失
免
責
等
の
運
送
契
約
上
の
免
責
に

関
す
る
規
律
の
意
義
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
分
割
責
任
主
義
は
理
由
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
由
は
、
航
海
上
の
過
失
免
責
制
度
の
な
い

商
法
が
適
用
さ
れ
る
内
航
で
は
広
く
妥
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
。

第
三
に
、
実
務
上
、
衝
突
の
相
手
方
か
ら
そ
の
負
担
部
分
を
超
え
る
部
分
に
つ
き
求
償
さ
れ
た
積
載
船
舶
の
所
有
者
は
、
こ
れ
を
荷
主

に
対
し
て
再
求
償
し
得
る
旨
の
約
定
が
運
送
契
約
に
お
い
て
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
適
切
な
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
、
で
あ
る
。

（
3
）
商
法
上
の
学
説
の
対
立

学
説
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、（
平
成
三
〇
年
改
正
前
）
商
法
七
九
七
条
の
適
用
を
肯
定
し
、
各
過
失
船
主
は
過
失

の
割
合
に
応
じ
て
（
過
失
の
軽
重
が
判
定
で
き
な
け
れ
ば
平
分
し
て
）
損
害
を
分
担
す
べ
き
と
す
る
学
説
（
以
下
、
便
宜
的
に
「
分
割
責
任
説
」
と

い
う
）（
（
（

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
同
条
の
適
用
を
否
定
し
、
各
船
主
は
民
法
七
一
九
条
の
共
同
不
法
行
為
と
し
て
、
あ
る
い
は
民
法

七
一
九
条
の
精
神
か
ら
被
害
者
に
対
し
連
帯
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す
べ
き
と
の
学
説
（
通
説
）（
以
下
、
便
宜
的
に
「
連
帯
責
任
説
」
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と
い
う
）（
（1
（

で
あ
る
。

分
割
責
任
説
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
、（
平
成
三
〇
年
改
正
前
）
商
法
七
九
七
条
（
商
七
八
八
条
に
対
応
）
が
そ
の
適
用

範
囲
を
船
舶
所
有
者
間
に
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
同
条
は
船
主
と
第
三
者
と
の
関
係
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
（
文
理
解
釈
）。

第
二
に
、
わ
が
国
の
船
舶
衝
突
法
が
指
向
す
る
衝
突
条
約
や
諸
外
国
の
船
舶
衝
突
法
に
則
し
た
解
釈
を
す
る
こ
と
に
合
理
性
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
、
で
あ
る
。

連
帯
責
任
説
は
、（
平
成
三
〇
年
改
正
前
）
商
法
七
九
七
条
の
立
法
経
緯
（
ロ
エ
ス
レ
ル
商
法
草
案
九
九
六
条
の
理
由
書
）（
（1
（

、
損
害
に
つ
き
全
く

過
失
が
な
い
第
三
者
が
た
ま
た
ま
利
用
し
た
船
舶
の
船
員
の
過
失
程
度
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
る
こ
と
の
不
合
理
性
を
挙
げ
て
い
る（（1
（

。

（
4
）
検
討

分
割
責
任
説
は
、
以
下
で
検
討
す
る
非
運
送
船
主
に
よ
る
免
責
約
款
等
の
援
用
問
題
と
い
う
難
問
に
つ
い
て
、
迂
遠
な
理
論
を
用
い
る

こ
と
な
く
現
行
商
法
規
定
の
解
釈
か
ら
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
実
践
的
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
結
論
は
、
衝

突
条
約
の
内
容
に
も
則
し
て
お
り
国
際
的
風
潮
に
も
合
致
し
て
い
る（（1
（

。
し
か
し
、
衝
突
条
約
の
当
該
規
律
は
、
理
論
よ
り
も
実
際
の
結
果

を
追
及
し
た
技
巧
的
な
立
法
と
の
評
価
も
行
わ
れ
て
き
た（（1
（

。
わ
が
国
国
内
法
の
解
釈
と
し
て
は
連
帯
責
任
説
を
支
持
し
た
い
。

連
帯
責
任
説
の
結
論
は
、衝
突
条
約
の
内
容
に
則
し
た
商
法
改
正
を
強
く
唱
え
て
き
た
従
来
の
学
説
の
立
場
と
は
異
な
る
結
論
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
三
者
に
対
す
る
物
的
損
害
に
つ
い
て
の
分
割
責
任
主
義
と
い
う
衝
突
条
約
の
規
律
の
合
理
性
は
、
渉
外
問
題
に
お
け
る
法
律

関
係
の
画
一
的
処
理
の
要
請
の
み
か
ら
正
当
化
さ
れ
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
国
内
法
に
お
い
て
は
、
被
害
者
救
済
が
重
視
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
分
割
責
任
主
義
に
よ
る
と
、
荷
主
が
衝
突
船
船
主
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
す
る
場
合
、
衝
突
の
当
事
者
で
は
な
い
荷
主
が

過
失
割
合
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
判
断
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
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る
（
（1
（

。
分
割
責
任
主
義
を
採
用
し
な
か
っ
た
こ
の
た
び
の
立
法
は
妥
当
で
あ
る
。

2　

非
運
送
船
主
に
よ
る
免
責
約
款
等
の
援
用
問
題

（
1
）
問
題
の
所
在

分
割
責
任
説
は
非
運
送
船
主
に
よ
る
免
責
約
款
等
の
援
用
問
題
と
い
う
難
問
に
つ
い
て
、
迂
遠
な
理
論
を
用
い
る
こ
と
な
く
結
論
を
導

く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
実
践
的
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
連
帯
責
任
説
か
ら
は
、
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
を
検
討
す

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。

海
上
物
品
運
送
契
約
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
船
員
の
過
失
、
特
に
航
海
上
の
過
失
に
よ
っ
て
運
送
品
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
賠

償
責
任
を
負
わ
な
い
と
す
る
免
責
約
款
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
国
内
運
送
に
従
事
す
る
非
運
送
船
Ａ
号
と
運
送
船
Ｂ
号
の
双
方
の

船
員
の
過
失
に
よ
っ
て
衝
突
が
生
じ
て
Ｂ
号
の
積
荷
に
損
害
が
生
じ
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
Ａ
号
・
Ｂ
号
の
船
主
は
被
害
荷
主
に
対
し

て
連
帯
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
（
連
帯
責
任
説
）。
そ
こ
で
、
免
責
約
款
の
対
抗
を
受
け
る
被
害
荷
主
が
Ｂ
号
の
船
主
（
運
送
船
主
）
で

は
な
く
契
約
関
係
に
な
い
Ａ
号
の
船
主
（
非
運
送
船
主
）
に
対
し
て
損
害
全
額
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、

こ
の
運
送
契
約
上
の
免
責
約
款
を
当
事
者
で
な
い
Ａ
号
の
船
主
が
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
（
あ
る
い
は
援
用
し
た
の
と
同
じ
結
果
を
導
く

こ
と
が
で
き
る
か
）
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
（
旅
客
の
人
身
損
害
に
つ
い
て
も
同
じ
問
題
が
発
生
す
る
が
、
平
成
三
〇
年
改
正
商
法
五
九
一
条
は
旅
客

の
人
身
損
害
に
対
す
る
免
責
約
款
を
原
則
と
し
て
無
効
と
し
て
い
る
）。

こ
の
場
合
、
Ｂ
号
船
主
と
そ
の
荷
主
と
の
間
の
免
責
約
款
は
、
Ａ
号
船
主
に
と
っ
て
は
他
人
間
の
契
約
で
あ
る
。
そ
の
効
果
は
第
三
者

に
及
ば
な
い
か
ら
、
Ａ
号
船
主
は
、
こ
れ
を
援
用
し
て
相
手
船
の
荷
主
に
対
す
る
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で



一
九
〇

あ
る
（
援
用
否
定
説
が
か
つ
て
の
通
説
で
あ
る
）（
（1
（

。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
Ａ
号
船
主
（
非
運
送
船
主
）
は
、
被
害
荷
主
に
支
払
っ
た
賠
償
額
の

う
ち
Ｂ
号
船
主
（
運
送
船
主
）
の
負
担
部
分
（
過
失
の
割
合
に
よ
る
）
に
つ
い
て
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
Ｂ
号
船
主
は
、

本
来
は
免
責
約
款
に
よ
り
責
任
を
負
わ
な
い
は
ず
の
自
船
の
荷
主
の
損
害
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
免
責
約
款
は
そ
の
か

ぎ
り
で
は
無
意
味
な
も
の
に
な
る
。

ま
た
、
国
際
海
上
物
品
運
送
法
が
運
送
人
に
航
海
過
失
免
責
を
認
め
て
い
る
の
で
（
国
際
海
運
三
条
二
項
）、
こ
れ
が
適
用
さ
れ
れ
ば
運

送
船
主
は
被
害
荷
主
に
対
し
て
、
免
責
約
款
の
有
無
を
問
わ
ず
賠
償
責
任
を
免
れ
る
。
し
か
し
、
被
害
荷
主
が
非
運
送
船
主
に
対
し
て
不

法
行
為
に
基
づ
く
積
荷
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
れ
ば
、
上
記
と
同
じ
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
不
都
合
を
避
け
る
た
め
、
非
運
送
船
主
が
、
実
質
的
に
免
責
約
款
や
法
定
免
責
を
援
用
可
能
と
す
る
理
論
構
成

が
試
み
ら
れ
て
き
た
。

（
2
）
免
責
約
款
の
援
用

（
ⅰ
）
学
説

①
（
平
成
二
九
年
改
正
前
）
民
法
四
三
七
条
（
類
推
）
適
用
説　
　

免
責
約
款
は
連
帯
債
務
者
の
一
人
に
対
し
て
し
た
債
務
の
免
除
に
相

当
す
る
も
の
と
し
て
（（
平
成
二
九
年
改
正
前
）
民
四
三
七
条
）、
非
運
送
船
主
も
荷
主
に
対
し
て
免
責
約
款
を
援
用
で
き
る
と
の
見
解
で
あ

る
（
（1
（

。②
当
事
者
の
意
思
解
釈
説　
　

免
責
約
款
を
設
定
し
た
当
事
者
の
意
思
解
釈
に
よ
り
、
運
送
船
主
の
本
来
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
は
荷

主
自
身
が
そ
の
賠
償
の
危
険
を
負
担
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
解
し
、
荷
主
は
非
運
送
船
主
の
負
担
部
分
に
限
っ
て
請
求
で
き
る
と
の
見
解
で

あ
る（（1
（

。
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③
被
害
者
側
の
過
失
説　
　

非
運
送
船
と
の
関
係
で
、
運
送
船
と
積
荷
の
一
体
性
を
認
め
、
運
送
船
主
の
過
失
を
「
被
害
者
（
荷
主
）

側
の
過
失
」
と
し
て
構
成
し
、
こ
の
場
合
は
例
外
的
に
民
法
七
一
九
条
の
定
め
る
共
同
不
法
行
為
者
間
の
連
帯
責
任
が
排
除
さ
れ
、
分
割

責
任
と
な
る
と
の
見
解
で
あ
る（（1
（

。

（
ⅱ
）
検
討

（
平
成
二
九
年
改
正
前
）
民
法
四
三
七
条
（
類
推
）
適
用
説
に
対
し
て
は
、
運
送
船
・
非
運
送
船
の
連
帯
債
務
を
不
真
正
連
帯
債
務
と
し
な

が
ら
、
免
責
約
款
援
用
の
根
拠
を
民
法
四
三
七
条
に
求
め
る
こ
と
に
お
け
る
理
論
的
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
て
い
た（（2
（

。
ま
た
、
平
成
二
九
年
民

法
改
正
に
よ
り
同
条
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

被
害
者
側
の
過
失
説
は
、
イ
ギ
リ
ス
判
例
法
上
の
「
船
舶
と
積
荷
の
一
体
化
」
理
論
を
参
考
に
し
つ
つ
、
夫
婦
同
乗
の
自
動
車
事
故
に

お
い
て
、夫
の
過
失
を
被
害
者
（
妻
）
側
の
過
失
と
し
て
斟
酌
し
た
わ
が
国
最
高
裁
判
決（（2
（

を
根
拠
と
し
て
い
る（（2
（

。「
船
舶
と
積
荷
の
一
体
化
」

理
論
の
基
礎
に
あ
る
海
上
物
品
運
送
を
運
送
人
お
よ
び
荷
主
と
の
一
種
の
共
同
事
業
（joint venture

）
と
と
ら
え
る
考
え
方
が
、
現
代
に

も
妥
当
し
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
夫
婦
と
い
う
身
分
法
上
の
関
係
と
運
送
人
・
荷
主
関
係
を
同

一
視
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。

免
責
約
款
の
援
用
を
正
当
化
す
る
理
論
構
成
と
し
て
は
、
当
事
者
の
意
思
解
釈
説
が
妥
当
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
海
運
実
務
に
お
い
て

一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
航
海
過
失
免
責
約
款
の
文
言（（2
（

か
ら
は
、
荷
主
が
非
運
送
船
主
の
負
担
部
分
に
限
っ
て
請
求
で
き
る
と
の
意
思
を

解
釈
す
る
こ
と
は
擬
制
に
過
ぎ
る
。
第
三
者
の
免
責
約
款
援
用
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
条
項（（2
（

の
よ
う
に
当
事
者
の
意
思
は
明

記
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（2
（

。
な
お
、
実
務
で
用
い
ら
れ
て
い
る
双
方
過
失
衝
突
約
款
（
後
述
）
は
、
非
運
送
船
主
か
ら
の
求
償
に

応
じ
た
運
送
船
主
が
さ
ら
に
荷
主
に
求
償
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。



一
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（
3
）
法
定
免
責
の
援
用

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
上
記
（
平
成
二
九
年
改
正
前
）
民
法
四
三
七
条
（
類
推
）
適
用
説
お
よ
び
被
害
者
側
の
過
失
説
と
な
ら
ん
で
、

国
際
海
上
物
品
運
送
法
の
立
法
趣
旨
か
ら
説
明
す
る
見
解
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
航
海
上
の
過
失
免
責
等
の
免
責
事
由
を
法
定
し
た
こ
と

の
う
ち
に
、
損
害
が
荷
主
の
負
担
と
な
る
と
い
う
趣
旨
を
内
包
し
て
い
る
も
の
と
み
て
、
そ
の
反
射
的
効
果
と
し
て
非
運
送
船
主
は
そ
の

負
担
部
分
に
つ
い
て
の
み
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
と
の
見
解
で
あ
る（（2
（

。

一
九
二
四
年
船
荷
証
券
統
一
条
約
お
よ
び
国
際
海
上
物
品
運
送
法
の
制
定
過
程
に
お
い
て
、
船
舶
衝
突
に
お
け
る
非
運
送
船
主
が
運
送

船
主
の
法
定
免
責
を
援
用
で
き
る
と
の
立
場
が
採
用
さ
れ
た
と
の
事
実
は
明
ら
か
で
は
な
い（（2
（

。
こ
の
場
合
も
、
運
送
契
約
中
に
非
運
送
船

主
が
運
送
船
主
の
法
定
免
責
を
援
用
で
き
る
旨
の
約
款
を
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
事
者
の
意
思
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
非
運

送
船
主
は
法
定
免
責
を
援
用
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
結
論
は
援
用
否
定
説
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
4
）
双
方
過
失
衝
突
約
款

衝
突
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
非
運
送
船
主
は
荷
主
に
対
し
損
害
の
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
非
運
送
船
主
は
、
自
船
の
被
っ
た
損
害
と
こ
の
荷
主
に
支
払
っ
た
損
害
賠
償
額
と
の
合
計
額
を
共
同
不
法
行
為
者
で
あ
る

相
手
船
主
（
運
送
船
主
）
に
対
し
て
分
担
額
に
つ
い
て
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
航
海
上
の
過
失
免
責
等
の
利
益
を
享
受
で
き
た

は
ず
の
運
送
船
主
は
、
間
接
的
に
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。Both to Blam

e Collision Clause

（
双
方
過
失
衝
突
約
款
）
は

こ
の
不
都
合
を
解
決
す
る
た
め
に
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
代
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
の
海
運
実
務
に

お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る（（2
（

。
本
約
款
は
、
運
送
船
主
が
非
運
送
船
主
に
支
払
っ
た
損
害
賠
償
を
荷
主
に
求
め
る
こ
と
に
合
意
す
る
旨
を
規

定
し
て
、運
送
船
主
が
自
船
荷
主
に
対
す
る
責
任
の
免
除
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る（（2
（

。
わ
が
国
で
は
同
約
款
は
有
効
と
解
さ
れ
て
お
り
、
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求
償
問
題
を
実
務
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（（3
（

。

三 

短
期
消
滅
時
効
の
人
身
損
害
へ
の
適
用

1　

問
題
の
所
在

衝
突
条
約
は
、
財
産
損
害
と
人
身
損
害
と
を
区
別
せ
ず
、
衝
突
事
故
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
年
を
も
っ
て
、
時
効
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
請

求
権
が
消
滅
す
る
旨
を
定
め
て
い
る
（
衝
突
条
約
七
条
一
項
）。

平
成
三
〇
年
改
正
商
法
七
八
九
条
は
、
船
舶
衝
突
を
原
因
と
す
る
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
期
間
を
、
衝
突
条

約
に
合
わ
せ
て
一
年
か
ら
二
年
に
伸
長
し
た
が
、
二
年
の
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
債
権
は
財
産
権
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
に

限
定
し
た
。
改
正
法
に
よ
り
明
文
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
衝
突
条
約
の
立
場
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

（
平
成
三
〇
年
改
正
前
）
商
法
七
九
八
条
一
項
は
、
船
舶
の
衝
突
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
に
つ
き
、
一
年
間
の
短
期
消
滅
時
効
を
定
め
て

い
た
が
、
こ
の
規
定
が
財
産
損
害
に
の
み
適
用
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
人
身
損
害
に
も
適
用
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
争
い

が
あ
っ
た
。

大
審
院
大
正
四
年
四
月
二
〇
日
判
決
（
民
録
二
一
輯
五
三
〇
頁
）
お
よ
び
こ
れ
に
従
う
下
級
審
裁
判
所
の
裁
判
例
は
、
改
正
前
商
法

七
九
八
条
一
項
は
、
財
産
損
害
に
の
み
適
用
さ
れ
、
人
身
損
害
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
の
立
場
（
財
産
損
害
限
定
説
）
を
採
っ
て
き
た
。
他

方
、
わ
が
国
の
学
説
の
多
く
は
、
衝
突
条
約
と
同
様
の
規
律
で
あ
る
両
損
害
包
含
説
を
採
っ
て
き
た（（3
（

。　
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2　

法
制
審
議
会
で
の
議
論

（
1
）
法
務
省
民
事
局
提
案　

当
初
は
法
務
省
民
事
局
側
か
ら
は
衝
突
条
約
の
立
場
で
あ
る
両
損
害
包
含
説
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
審
議
に
お
い
て
、
人
身

損
害
に
関
し
て
は
、衝
突
条
約
と
同
様
の
規
律
で
は
な
く
民
法
の
規
律
に
委
ね
る
べ
き
と
す
る
意
見
が
多
数
で
あ
っ
た
と
の
判
断
の
も
と
、

財
産
損
害
限
定
説
の
立
場
に
提
案
の
変
更
が
行
わ
れ
た（（3
（

。

（
2
）
法
制
審
商
法
部
会
意
見

法
制
審
商
法
部
会
委
員
等
の
意
見
は
法
務
省
民
事
局
に
よ
り
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（（3
（

。

（
ⅰ
）
財
産
損
害
限
定
説
の
系
列
の
意
見

①
人
身
損
害
に
つ
い
て
は
、
二
〇
世
紀
に
か
け
て
国
際
的
に
も
考
え
方
が
変
わ
り
、
船
舶
の
所
有
者
等
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
法
律

で
も
、
条
約
の
水
準
を
超
え
て
、
旅
客
の
人
身
損
害
に
基
づ
く
債
権
を
非
制
限
債
権
と
す
る
取
扱
い
を
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、

一
九
一
〇
年
の
衝
突
条
約
の
規
律
は
あ
ま
り
に
も
古
く
、
疑
問
で
あ
る
。

②
民
法
改
正
要
綱
仮
案
で
は
、
人
身
損
害
に
係
る
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
係
る
消
滅
時
効
期
間
に
つ
い
て
、
被
害
者
側

が
損
害
及
び
加
害
者
を
知
っ
た
時
か
ら
三
年
間
と
す
る
現
行
法
の
規
律
を
五
年
間
に
伸
長
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
〔
平
成
二
九
年
改
正

民
法
七
四
二
条
の
二
〕。
二
一
世
紀
の
立
法
と
し
て
は
、
衝
突
条
約
よ
り
も
被
害
者
の
保
護
を
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、
船
舶
の
衝
突
に
よ

り
人
身
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
、
民
法
と
異
な
る
規
律
と
す
る
理
由
は
な
い
。

③
人
身
損
害
に
つ
い
て
は
、
権
利
関
係
を
早
期
に
画
一
的
に
確
定
さ
せ
る
こ
と
よ
り
、
個
々
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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（
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泉
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④
陸
上
に
お
け
る
人
身
損
害
に
関
す
る
不
法
行
為
責
任
と
船
舶
内
に
在
る
者
の
人
身
損
害
に
関
す
る
不
法
行
為
責
任
と
で
、
そ
の
消
滅

時
効
期
間
を
異
な
ら
せ
る
合
理
性
は
な
い
。

⑤
取
引
法
の
領
域
に
お
い
て
国
際
的
統
一
や
世
界
的
潮
流
を
尊
重
す
る
こ
と
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
不
法
行
為
法
の
領
域
で

は
、
そ
の
要
件
自
体
も
各
国
で
異
な
り
、
同
様
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑥
船
舶
衝
突
事
件
の
多
く
は
二
年
以
内
に
解
決
し
て
お
り
、
交
渉
等
が
長
引
く
場
合
に
は
、
時
効
の
延
長
等
を
し
た
上
で
事
件
解
決
に

至
る
場
合
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
領
海
内
で
日
本
船
同
士
が
衝
突
し
た
場
合
な
ど
に
適
用
さ
れ
る
商
法
の
規
律
と
し
て
は
、
人
身
保
護
を

優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

（
ⅱ
）
両
損
害
包
含
説
の
系
列
の
意
見

⑦
二
〇
一
三
年
に
改
正
が
あ
っ
た
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
、
フ
ラ
ン
ス
、
韓
国
及
び
中
国
で
も
、
衝
突
条
約
の
規
律
と
同
様
の
規
律
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

⑧
韓
国
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
が
衝
突
条
約
を
批
准
し
て
い
な
い
の
で
、
わ
が
国
の
近
海
で
は
、
船
舶
の
衝
突
が
衝
突
条
約
に
よ
り

規
律
さ
れ
な
い
こ
と
も
十
分
に
あ
り
得
る
。
わ
が
国
だ
け
が
人
身
損
害
の
被
害
者
の
保
護
に
手
厚
い
規
律
を
採
用
し
た
場
合
に
、
原
告
が

自
己
に
有
利
な
結
果
と
な
る
法
廷
地
を
選
ん
で
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）
が
懸
念
さ
れ
る
。

⑨
船
舶
の
衝
突
に
関
し
て
は
、
旅
客
に
つ
き
旅
客
運
送
契
約
と
い
う
契
約
上
の
規
律
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
の
複
数
の
債
権
を
同
時
に
迅

速
に
処
理
す
べ
き
と
い
う
商
取
引
上
の
要
請
が
人
身
損
害
に
つ
い
て
及
び
得
る
こ
と
を
も
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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3　

検　
　
　
　

討

世
界
の
消
滅
時
効
法
の
現
状
を
鑑
み
る
に
、
た
と
え
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
消
滅
時
効
期
間
を
、
衝
突
条
約
の
規
律
に
合
わ
せ
て
二
年

間
に
延
長
し
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
被
害
者
救
済
の
必
要
性
と
い
う
実
質
的
理
由
を
根
拠
に
財
産
損
害

限
定
説
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
改
正
法
が
大
審
院
大
正
四
年
判
決
以
来
の
わ
が
国
判
例
の
立
場
で
あ
る
財
産
損
害
限
定
説
を
採
用

し
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。

諸
外
国
の
法
制
と
の
均
衡
（
上
記
理
由
⑦
）
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
不
可
抗
力
を
理
由
と
す
る

時
効
停
止
制
度
（
ド
イ
ツ
民
法
二
〇
六
条
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
二
三
四
条
）
に
よ
り
、
個
別
問
題
に
つ
い
て
柔
軟
に
対
処
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
わ
が
国
と
は
同
列
に
論
じ
え
な
い（（3
（

。

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
可
能
性
（
上
記
理
由
⑧
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
わ
が
国
に
お
い

て
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
大
審
院
判
決
以
来
一
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
財
産
損
害
限
定
説
が
採
用
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
問
題
に
つ
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
大
き
な
問
題
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

旅
客
運
送
契
約
上
の
規
律
の
存
在
（
上
記
理
由
⑨
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
旅
客
運
送
に
お
け
る
人
身
損
害
被
害

者
保
護
の
要
請
か
ら
、
国
内
旅
客
運
送
に
つ
い
て
は
（
平
成
二
九
年
改
正
前
）
商
法
五
二
二
条
が
、
平
成
二
九
年
改
正
民
法
適
用
後
は
、
生

命
・
身
体
の
侵
害
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
新
規
定
（
民
一
六
六
条
一
項
、
一
六
七
条
）
が
適
用
さ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
旅
客
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
点
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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船
舶
衝
突
法
の
新
た
な
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開
（
平
泉
）

四 

む　

す　

び

商
法
は
他
の
法
域
、
こ
と
に
民
法
に
対
し
て
顕
著
な
特
色
を
有
す
る
と
し
て
、
進
歩
的
傾
向
と
な
ら
ん
で
世
界
的
傾
向
（
統
一
的
傾
向
）

が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。「
商
法
は
主
と
し
て
経
済
的
合
理
主
義
を
基
調
と
す
る
技
術
的
法
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
歴
史
・

宗
教
・
風
俗
・
習
慣
な
ど
の
伝
統
的
要
素
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
か
ら
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
お
の
ず
か
ら
そ
の
内
容
が
一

致
す
る
傾
向
を
有
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る（（3
（

。
商
法
の
世
界
的
傾
向
を
理
論
的
な
基
礎
と
し
て
、
経
済
取
引
が
国
際
間
に
行
わ
れ
る
こ

と
か
ら
生
ず
る
現
実
の
必
要
が
各
国
商
法
の
統
一
を
促
進
し
、
国
際
条
約
に
お
け
る
商
法
統
一
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
衝
突
条
約

も
そ
の
輝
か
し
い
成
果
の
一
つ
で
あ
る（（3
（

。

商
法
船
舶
衝
突
規
定
が
渉
外
関
係
の
有
無
に
よ
っ
て
適
用
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
不
合
理
な
結
果
を
生
来
し
て
い
る
と
の
認
識
の
も

と
、
長
き
に
わ
た
っ
て
立
法
論
と
し
て
、
衝
突
条
約
に
基
づ
き
商
法
を
改
正
す
べ
き
こ
と
が
要
望
さ
れ
て
き
た
（
昭
和
一
〇
年
商
法
改
正
要

綱
二
二
五
）。
商
法
の
世
界
的
傾
向
に
鑑
み
れ
ば
、
衝
突
条
約
に
基
づ
く
商
法
改
正
要
望
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
た
び
の
平
成

三
〇
年
商
法
改
正
に
あ
た
り
法
務
省
民
事
局
は
衝
突
条
約
に
基
づ
く
立
法
提
案
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
法
制
審
商
法
部
会
の
審
議
の
結

果
、
船
舶
衝
突
法
に
お
い
て
古
く
か
ら
判
例
・
学
説
上
の
対
立
が
大
き
か
っ
た
二
つ
の
論
点
に
つ
い
て
は
衝
突
条
約
に
基
づ
く
改
正
は
否

定
さ
れ
た
。
双
方
過
失
に
よ
る
衝
突
に
お
け
る
第
三
者
に
対
す
る
物
的
損
害
に
つ
い
て
の
分
割
責
任
主
義
は
採
用
さ
れ
ず
、
短
期
消
滅
時

効
に
つ
い
て
の
商
法
七
八
九
条
が
人
身
損
害
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

箱
井
教
授
は
、
衝
突
条
約
の
採
用
す
る
第
三
者
に
対
す
る
物
的
損
害
に
つ
い
て
の
分
割
責
任
主
義
を
両
面
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
る（（3
（

。
一
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面
に
お
い
て
、
船
舶
衝
突
の
場
合
の
船
主
の
責
任
に
つ
い
て
、
双
方
過
失
の
場
合
の
各
船
主
の
損
害
の
分
担
関
係
に
つ
い
て
各
国
で
深
刻

な
不
統
一
が
存
在
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
衝
突
条
約
が
分
割
責
任
主
義
を
定
め
た
意
義
は
大
き
い
と
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
他
面
に
お
い

て
、
当
該
分
割
責
任
主
義
は
、
主
と
し
て
運
送
契
約
上
の
船
主
の
立
場
を
保
護
す
る
た
め
に
、
一
般
法
原
則
の
例
外
と
し
て
、
い
わ
ば
便

宜
的
か
つ
技
巧
的
に
採
用
さ
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
で
あ
る
。
衝
突
条
約
の
採
用
す
る
分
割
責
任
主
義
は
、
渉
外
問
題
に
お
け
る
法
律
関

係
の
画
一
的
処
理
の
要
請
の
み
か
ら
正
当
化
さ
れ
得
る（（3
（

。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
商
法
に
は
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

短
期
消
滅
時
効
に
つ
い
て
の
商
法
七
八
九
条
の
人
身
損
害
へ
の
適
用
を
提
案
す
る
に
あ
た
り
、
法
務
省
民
事
局
は
次
の
よ
う
に
説
明
し

た
。「
人
身
損
害
と
財
産
上
の
損
害
と
の
間
の
性
質
上
の
差
異
は
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
、
な
お
、
船
舶
の
衝
突
に
よ
り
多

数
の
利
害
関
係
人
が
現
れ
、
複
数
の
者
に
過
失
が
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
は
法
律
関
係
が
極
め
て
複
雑
に
な
る
」（
（3
（

。
な
る
ほ
ど
、
世
界

各
国
の
消
滅
時
効
の
制
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
て
、
加
害
船
主
と
国
籍
も
多
様
な
多
数
の
利
害
関
係
人
と
の
間
の
法
律
関
係
は
錯
綜
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
衝
突
条
約
が
人
身
損
害
に
つ
い
て
も
一
律
に
二
年
間
の
消
滅
時
効
を
定
め
た
こ
と
に
合
理
性
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
一
九
九
九
年
国
際
航
空
運
送
に
つ
い
て
の
あ
る
規
則
の
統
一
に
関
す
る
条
約
（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
）
は
、第
三
五
条
に
お
い
て
、

財
産
損
害
と
人
身
損
害
と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
二
年
間
の
出
訴
期
間
を
規
定
し
て
い
る
。
一
九
七
四
年
旅
客
及
び
そ
の
手
荷
物
の
国

際
運
送
に
関
す
る
条
約
（
ア
テ
ネ
条
約
）
の
第
一
六
条
一
項
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、国
内
運
送
に
つ
い
て
は
別
異
に
解
さ
れ
る
。

人
身
損
害
に
つ
い
て
の
国
内
旅
客
運
送
人
の
責
任
の
消
滅
期
間
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
規
定
が
な
い
か
ら
、（
平
成
二
九
年
改
正
前
）
商
法

五
二
二
条
が
、
平
成
二
九
年
改
正
民
法
適
用
後
は
、
生
命
・
身
体
の
侵
害
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
新
規
定
（
民
一
六
六

条
一
項
、
一
六
七
条
）
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
契
約
関
係
に
お
け
る
信
義
則
に
基
づ
き
、
旅
客
の
利
益
を
厚
く
保
護
す
る
趣
旨
で
あ
る
と

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る（（4
（

。
国
内
運
送
に
お
け
る
人
身
損
害
に
つ
い
て
は
、
法
律
関
係
の
画
一
的
処
理
の
要
請
よ
り
も
、
被
害
者
保
護
の



一
九
九

船
舶
衝
突
法
の
新
た
な
展
開
（
平
泉
）

価
値
判
断
が
優
先
す
る
。
衝
突
条
約
の
採
用
す
る
両
損
害
包
含
説
は
渉
外
問
題
に
お
け
る
法
律
関
係
の
画
一
的
処
理
の
要
請
の
み
か
ら
正

当
化
さ
れ
得
る
も
の
と
考
え
る（（4
（

。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
商
法
に
は
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

（
1
）
毛
戸
勝
元
「
船
舶
ノ
衝
突
ニ
関
ス
ル
條
約
法
ト
我
商
法
」
法
曹
記
事
二
七
巻
五
号
（
一
九
一
七
年
）
一
四
頁
、田
中
耕
太
郎
『
海
商
法
講
義
要
領
』

（
一
九
三
二
年
）
一
六
七
頁
、
清
河
雅
孝
「
船
舶
の
衝
突
」（
落
合
誠
一
・
江
頭
憲
治
郎
編
『
海
法
大
系
』（
二
〇
〇
三
年
）
所
収
）
四
五
六
頁
等

多
数
。

（
2
）
平
成
三
〇
年
改
正
商
法
に
つ
い
て
は
、
箱
井
崇
史
「
海
商
（
船
舶
、
衝
突
、
海
難
救
助
、
先
取
特
権
等
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
二
四
号
（
二
〇

一
八
年
）
四
〇
頁
以
下
、
松
井
信
憲
・
大
野
晃
宏
『
一
問
一
答
平
成
三
〇
年
商
法
改
正
』（
二
〇
一
八
年
）
一
三
一
頁
以
下
参
照
。

（
3
）
小
町
谷
操
三
『
船
舶
衝
突
法
論
』（
一
九
四
九
年
）
三
八
頁
、
箱
井
崇
史
編
著
『
船
舶
衝
突
法
』（
二
〇
一
二
年
）
一
九
頁
〔
箱
井
崇
史
〕。

（
4
）
平
泉
貴
士
「
船
舶
衝
突
と
消
滅
時
効
（
二
・
完
）」
海
事
法
研
究
会
誌
二
二
五
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
二
頁
。
そ
も
そ
も
、
条
約
一
般
に
つ
い
て
、

条
約
の
一
部
規
律
そ
の
も
の
に
合
理
性
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
律
を
国
内
法
に
移
し
替
え
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
こ
う
い
っ
た
事

態
は
、
条
約
制
定
当
初
か
ら
存
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
多
く
の
場
合
は
、
条
約
の
内
容
が
年
月
の
経
過
に
よ
っ
て
、
社
会
・
経
済
情

勢
の
変
化
や
関
連
法
制
に
関
す
る
世
界
的
な
動
向
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
発
生
す
る
。
制
定
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
衝
突
条

約
の
規
律
そ
の
も
の
へ
の
批
判
的
検
討
も
必
要
で
あ
る
（
箱
井
崇
史
「
双
方
過
失
に
よ
る
船
舶
衝
突
に
お
け
る
運
送
船
主
と
非
運
送
船
主
の
責
任

関
係
―
商
法
お
よ
び
民
法
の
改
正
を
契
機
と
し
て
―
」
法
曹
時
報
六
九
巻
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
〇
一
一
頁
参
照
）。

（
5
）
小
町
谷
・
前
掲
注（
3
）一
五
九
頁
、
箱
井
編
著
・
前
掲
注（
3
）一
〇
六
頁
〔
松
田
忠
大
〕。

（
6
）
小
町
谷
・
前
掲
注（
3
）一
六
七
頁
。

（
7
）
「（
前
略
）
船
舶
、
積
荷
又
は
船
舶
内
に
在
る
者
の
財
産
に
損
害
が
生
じ
た
と
き
は
、
民
法
七
一
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
船
舶

所
有
者
は
、
そ
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
の
み
当
該
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。」「
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
論
点
の

検
討
（
四
）」『
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
部
会
資
料
五
』
二
頁
（http://w

w
w
.m
oj.go.jp/content/001127218.pdf

〔
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二

〇
一
九
年
六
月
九
日
〕）。

（
8
）
松
井
・
大
野
・
前
掲
注（
2
）一
三
四
頁
。



二
〇
〇

（
9
）
森
清
『
海
商
法
原
論
』（
一
九
三
四
年
）
三
〇
〇
頁
、戸
田
修
三
『
海
商
法
〔
新
訂
第
五
版
〕』（
一
九
九
〇
年
）
二
五
〇
頁
、重
田
晴
生
編
著
『
海

商
法
』（
一
九
九
四
年
）
二
四
七
頁
〔
重
田
晴
生
〕。

（
10
）
小
町
谷
・
前
掲
注（
3
）一
三
〇
頁
、
鴻
常
夫
「
双
方
過
失
に
よ
る
船
舶
の
衝
突
」（
我
妻
先
生
還
暦
記
念
『
損
害
賠
償
責
任
の
研
究
（
中
）』（
一

九
五
八
年
）
所
収
）
六
四
三
頁
、
川
又
良
也
「
船
舶
の
衝
突
と
免
責
約
款
」
法
学
教
室
（
第
一
期
）
六
号
（
一
九
六
三
年
）
一
三
六
頁
、
石
井
照

久
『
海
商
法
』（
一
九
六
四
年
）
三
三
八
頁
、
田
中
誠
二
『
海
商
法
詳
論
〔
増
補
第
三
版
〕』（
一
九
八
五
年
）
五
二
一
頁
、
小
島
孝
「
双
方
過
失

に
よ
る
船
舶
衝
突
の
責
任
」（
北
沢
正
啓
・
浜
田
道
代
編
『
商
法
の
争
点
Ⅱ
』（
一
九
九
三
年
）
所
収
）
三
〇
九
頁
、
中
村
眞
澄
・
箱
井
崇
史
『
海

商
法
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
一
三
年
）
三
五
七
頁
、
箱
井
崇
史
『
基
本
講
義
現
代
海
商
法
〔
第
三
版
〕』（
二
〇
一
八
年
）
二
〇
五
頁
。

（
11
）
司
法
省
『
ロ
エ
ス
レ
ル
氏
起
稿
商
法
草
案
下
巻
』（
一
八
八
四
年
）
七
四
四
頁
に
よ
れ
ば
、
商
法
草
案
九
九
六
条
に
つ
い
て
は
、「
衝
突
ノ
規
則

ハ
専
ラ
船
舶
ノ
所
有
者
ニ
適
用
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
積
荷
ノ
所
有
者
ニ
適
用
ス
ル
ヲ
得
ス
積
荷
関
係
人
ニ
対
シ
テ
ハ
是
レ
或
ハ
偶
然
或
ハ
船
長
ノ

罪
過
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
ノ
損
害
ナ
リ
故
ニ
其
要
償
ノ
権
利
ハ
第
九
二
四
条
〔
船
長
等
の
責
任
規
定
〕
以
下
ノ
規
則
ニ
拠
リ
テ
判
ス
へ
シ
若
シ
両
船
ノ

船
長
共
ニ
罪
過
ア
ル
ト
キ
ハ
各
其
荷
主
ニ
対
シ
全
額
ニ
就
テ
連
帯
ノ
義
務
ア
ル
ナ
リ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
箱
井
編
著
・
前
掲
注（
3
）九
七
頁

〔
松
田
〕
参
照
）。

（
12
）
川
又
・
前
掲
注（
10
）一
三
六
頁
。
大
審
院
判
例
も
「
各
船
主
ハ
被
害
者
ニ
対
シ
互
ニ
全
部
ノ
責
任
ヲ
負
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ト
為
ス
ヲ
法
理
ノ
当
然
ト

ス
若
シ
夫
レ
海
運
業
奨
励
ノ
為
メ
各
船
主
ノ
責
任
ヲ
軽
減
ス
ル
必
要
ア
リ
ト
セ
ハ
須
ラ
ク
明
文
ヲ
以
テ
之
レ
カ
規
定
ヲ
為
サ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と

判
示
し
て
連
帯
責
任
説
を
採
用
し
た（
大
判
明
治
四
四
年
一
一
月
六
日
民
録
一
七
輯
六
二
七
頁
）。
本
件
に
つ
い
て
は
、佐
藤
幸
夫「
本
件
判
批
」『
商

法
（
保
険
・
海
商
）
判
例
百
選
〔
第
二
版
〕』（
一
九
九
三
年
）
一
九
八
頁
、
清
水
耕
一
「
本
件
判
批
」『
商
法
判
例
百
選
』（
二
〇
一
九
年
）
二
一

二
頁
参
照
。

（
13
）
清
河
・
前
掲
注（
1
）四
四
四
頁
、
松
田
忠
大
『
船
舶
衝
突
責
任
法
の
課
題
と
展
開
』（
二
〇
一
四
年
）
七
二
頁
参
照
。
た
だ
し
、
平
成
三
〇
年

改
正
前
商
法
七
九
七
条
（
商
七
八
八
条
）
が
第
三
者
に
対
す
る
関
係
に
も
適
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
衝
突
し
た
運
送
船
上
の
荷
主
に
限
ら
ず
、
不

法
行
為
に
よ
る
損
害
の
発
生
に
何
ら
の
原
因
を
も
与
え
な
か
っ
た
第
三
者
（
例
え
ば
、
衝
突
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
無
過
失
の
第
三
船
等
）
と

の
関
係
に
お
い
て
も
船
主
間
の
分
割
責
任
と
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
（
小
町
谷
・
前
掲
注（
3
）一
三
五
頁
、
箱
井
編
著
・

前
掲
注（
3
）一
〇
〇
頁
〔
松
田
〕）。
ド
イ
ツ
法
は
、
衝
突
条
約
四
条
二
項
を
国
内
法
化
す
る
こ
と
で
（
商
法
典
五
七
一
条
）、
明
確
に
「
船
舶
内

に
あ
る
財
産
損
害
」
に
限
定
し
て
い
る
（
清
水
耕
一
「
双
方
過
失
に
よ
る
船
舶
衝
突
と
積
荷
に
対
す
る
損
害
賠
償
」
神
奈
川
法
学
五
一
巻
二
号
（
二



二
〇
一

船
舶
衝
突
法
の
新
た
な
展
開
（
平
泉
）

〇
一
九
年
）
三
二
頁
）。

（
14
）
小
町
谷
・
前
掲
注（
3
）一
六
〇
頁
。

（
15
）
箱
井
・
前
掲
注（
4
）九
九
〇
頁
。

（
16
）
近
時
、
箱
井
教
授
は
、
非
運
送
船
主
の
責
任
が
船
主
責
任
制
限
法
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
場
合
に
は
、
援
用
肯
定
説
が
被
害
者
に
不
当
な
不
利
益

を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
こ
と
等
を
理
由
に
、
援
用
否
定
説
を
支
持
さ
れ
る
（
前
掲
注（
4
）一
〇
〇
一
頁
）。

（
17
）
小
町
谷
・
前
掲
注（
3
）一
五
五
頁
、
石
井
・
前
掲
注（
10
）三
三
八
頁
、
田
中
・
前
掲
注（
10
）五
二
三
頁
。

（
18
）
鴻
・
前
掲
注（
10
）六
四
九
頁
、
川
又
・
前
掲
注（
10
）一
三
七
頁
、
小
島
・
前
掲
注（
10
）三
〇
八
頁
、
清
河
・
前
掲
注（
1
）四
四
六
頁
。

（
19
）
松
田
・
前
掲
注（
13
）九
四
頁
。

（
20
）
川
又
・
前
掲
注（
10
）一
三
七
頁
。
た
だ
し
、
平
成
二
九
年
改
正
民
法
四
三
六
条
参
照
。

（
21
）
最
判
昭
和
五
一
年
三
月
二
五
日
民
集
三
〇
巻
二
号
一
六
〇
頁
。

（
22
）
松
田
・
前
掲
注（
13
）九
四
頁
。

（
23
）
内
航
運
送
契
約
書
一
七
条
二
項
「（
前
略
）
運
送
人
、
本
船
船
主
、
船
長
そ
の
他
の
船
員
又
は
水
先
人
は
、
船
長
そ
の
他
の
船
員
又
は
水
先
人

の
航
海
上
の
過
失
に
よ
り
生
じ
た
積
荷
の
損
害
に
つ
い
て
、
そ
の
責
任
を
負
わ
な
い
。」（（
社
）
日
本
海
運
集
会
所
書
式
制
定
委
員
会
制
定
二
〇

一
九
年
二
月
改
定
）（http://w
w
w
.jseinc.org/docum

ent/naiko/naiko_unso_2019_sam
ple.pdf 

〔
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
九
年
六
月

九
日
〕）。

（
24
）
「（
前
略
）
運
送
人
の
す
べ
て
の
代
理
人
、
使
用
人
、
代
表
者
、
下
請
人
は
、
運
送
人
の
利
益
の
た
め
に
本
証
券
中
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
抗
弁
、

特
権
、免
責
、制
限
、免
除
、自
由
お
よ
び
条
項
の
利
益
（
中
略
）
を
あ
た
か
も
自
ら
の
利
益
の
た
め
明
定
さ
れ
た
か
の
如
く
享
受
す
る
。（
後
略
）」

落
合
誠
一
ほ
か
編
『
目
で
見
る
商
法
教
材
〔
第
三
版
〕』（
二
〇
〇
一
年
）
八
二
頁
参
照
。

（
25
）
箱
井
・
前
掲
注（
4
）一
〇
〇
八
頁
参
照
。
当
事
者
の
意
思
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
非
運
送
船
主
は
免
責
約
款
を
援
用
で
き
な
い
の
で
、

こ
の
結
論
は
援
用
否
定
説
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
26
）
鴻
・
前
掲
注（
10
）六
五
二
頁
、
石
井
・
前
掲
注（
10
）三
三
九
頁
、
川
又
・
前
掲
注（
10
）一
三
七
頁
、
小
島
・
前
掲
注（
10
）三
〇
九
頁
、
清
河
・

前
掲
注（
1
）四
四
七
頁
。

（
27
）
箱
井
・
前
掲
注（
4
）一
〇
〇
七
頁
。　



二
〇
二

（
28
）
も
っ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
こ
の
船
荷
証
券
約
款
を
公
序
に
反
す
る
も
の
と
し
て
無
効
と
判
示
し
た
（
松
田
・
前
掲
注（
13
）

五
一
頁
参
照
）。

（
29
）
日
本
海
運
集
会
所
書
式
制
定
委
員
会
採
択
の
船
荷
証
券
に
挿
入
さ
れ
る
べ
き
双
方
過
失
衝
突
約
款
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（http://jseinc.

org/docum
ent/bl/n&

b.pdf 〔
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
九
年
六
月
九
日
〕）。

	

　

“If the V
essel com

es into collision w
ith another ship as a result of the negligence of the other ship,and any act,neglect 

or default of the M
aster,m

ariner,pilot or the servants of the Carrier in the navigation or in the m
anagem

ent of the 
V
essel, the ow

ners of the Goods carried hereunder shall indem
nify the Carrier against all loss or liability w

hich m
ight be 

incurred directly or indirectly to the other or non-carrying ship or her ow
ner in so far as such loss or liability represents 

loss of or dam
age to his Goods or any claim

 w
hatsoever of the ow

ner of the said goods,paid or payable by the other or 
non-carrying ship or her ow

ner to the ow
ner of the said goods and set-off,recouped or recovered by the other or non-

carrying ship or her ow
ner as part of his claim

 against the carrying V
essel or the Carrier....”

	

　
（
仮
訳
）「
本
船
が
、
他
船
の
不
注
意
お
よ
び
本
船
の
航
行
ま
た
は
船
舶
の
取
扱
に
関
す
る
船
長
、
海
員
、
水
先
人
ま
た
は
運
送
人
の
使
用
人
の

作
為
、
不
注
意
ま
た
は
過
失
の
結
果
、
他
船
と
衝
突
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
運
送
契
約
に
よ
っ
て
運
送
さ
れ
る
貨
物
の
所
有
者
は
、
運
送
人
が
他

船
す
な
わ
ち
非
積
載
船
ま
た
は
そ
の
船
主
に
直
接
ま
た
は
間
接
に
負
担
す
る
一
切
の
損
害
ま
た
は
賠
償
責
任
を
次
の
限
度
に
お
い
て
運
送
人
に
補

償
す
る
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
運
送
人
が
他
船
す
な
わ
ち
非
積
載
船
ま
た
は
そ
の
船
主
に
対
し
て
負
う
損
害
ま
た
は
賠
償
責
任
が
上
記
貨
物

の
滅
失
も
し
く
は
損
傷
ま
た
は
名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
上
記
貨
物
の
所
有
者
の
一
切
の
請
求
に
該
当
し
、
他
船
す
な
わ
ち
非
積
載
船
ま
た
は

そ
の
船
主
に
よ
っ
て
上
記
貨
物
の
所
有
者
に
支
払
わ
れ
た
か
ま
た
は
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
か
つ
他
船
す
な
わ
ち
非
積
載
船
ま
た
は
そ

の
船
主
が
上
記
貨
物
の
積
載
船
ま
た
は
運
送
人
に
対
す
る
請
求
の
一
部
と
し
て
相
殺
す
る
か
、
控
除
す
る
か
ま
た
は
回
収
し
た
金
額
に
限
る
。（
後

略
）」

（
30
）
箱
井
・
前
掲
注（
4
）九
九
七
頁
。

（
31
）
代
表
的
な
学
説
と
し
て
、
松
波
仁
一
郎
「
船
舶
衝
突
ノ
身
体
損
害
債
権
ノ
消
滅
時
効
ヲ
論
ス
」
法
学
協
会
雑
誌
三
七
巻
七
号
（
一
九
一
九
年
）

一
頁
参
照
。
判
例
・
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
泉
貴
士
「
船
舶
衝
突
と
消
滅
時
効
（
一
）
―
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
改
正
を
契
機
と
し

て
―
」
海
事
法
研
究
会
誌
二
二
四
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
頁
。



二
〇
三

船
舶
衝
突
法
の
新
た
な
展
開
（
平
泉
）

（
32
）
平
泉
貴
士
「
人
身
損
害
と
消
滅
時
効
─
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
を
中
心
と
し
て
―
」
白
門
六
七
巻
六
号
（
二

〇
一
五
年
）
一
五
頁
。

（
33
）
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
「
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
の
補
足
説
明
」（
商
事
法
務
編
『
商
法
（
運
送
・
海

商
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
』（
二
〇
一
五
年
）
所
収
）
五
三
頁
、「
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
論
点
の
補
充

的
検
討
（
三
）」『
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
部
会
資
料
九
』
五
―
六
頁
（http://w

w
w
.m
oj.go.jp/content/001129860.pdf

〔
最
終
ア
ク
セ

ス
：
二
〇
一
九
年
六
月
九
日
〕）。

（
34
）
舘
内
比
佐
志「
船
舶
の
衝
突
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
」最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
平
成
一
七
年
度（
下
）

（
二
〇
〇
八
年
）
八
六
三
―
八
六
四
頁
、
平
泉
・
前
掲
注（
4
）一
一
頁
。

（
35
）
大
隅
健
一
郎
『
商
法
総
則
〔
新
版
〕』（
一
九
七
八
年
）
六
九
頁
。

（
36
）
大
隅
・
同
上
七
〇
頁
。

（
37
）
箱
井
・
前
掲
注（
4
）九
八
三
頁
、
九
八
五
頁
。

（
38
）
箱
井
教
授
は
、
衝
突
条
約
の
分
割
責
任
主
義
は
見
直
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
（
箱
井
・
前
掲
注（
10
）二
〇
八
頁
）。

（
39
）
「
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
論
点
の
検
討
（
四
）」『
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
部
会
資
料
五
』
四
頁
（http://w

w
w
.

m
oj.go.jp/content/001127218.pdf

〔
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
九
年
六
月
九
日
〕）。

（
40
）
小
町
谷
・
前
掲
注（
3
）二
四
二
頁
。

（
41
）
平
成
三
〇
年
改
正
商
法
は
、
船
舶
衝
突
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
に
つ
い
て
は
、
衝
突
条
約
の
立
場
で
あ
る
衝
突
時
説

を
採
用
し
た
。
法
律
関
係
の
画
一
的
処
理
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
疑
問
で
あ
る
（
平
泉
・
前
掲
注（
4
）九
頁
以
下
）。（

本
学
法
学
部
教
授
）




